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質
問　
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
取
り
組
む
考
え

は
。
ま
た
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
推

進
の
た
め
、
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を

本
庁
舎
内
に
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
は
、
消
費
者
が
気

軽
に
取
り
組
め
て
、
社
会
貢
献

に
も
な
る
た
め
、
期
待
さ
れ
て

い
る
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

国
が
本
年
度
か
ら
導
入
し
た
事

業
で
あ
り
、
各
企
業
や
団
体
の

動
向
を
注
視
し
、
有
効
性
を
研

究
し
た
い
。
ま
た
給
水
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

や
設
置
の
効
果
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
公
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
、
今
後
想
定
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
運
用
に
対
応
す
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
公
文
書
管
理
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
統
一
の
ル
ー

ル
の
下
で
公
文
書
を
管
理
し
て

い
る
た
め
、
直
ち
に
条
例
を
制

定
す
る
必
要
性
は
低
い
と
考
え

る
が
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
等
に
よ
っ
て
管
理
方
法
の

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
条
例
の
制
定

を
含
め
て
検
討
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
農

産
物
の
輸
出
に
は
、
実
際
ど
の

く
ら
い
の
農
家
が
携
わ
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　
現
在
、
１
０
０
軒
ほ
ど

の
農
家
の
協
力
に
よ
り
、
輸
出

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
実

際
に
輸
出
に
携
わ
っ
て
い
る
農

家
か
ら
は
、
農
産
物
が
海
外
で

販
売
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

生
産
意
欲
が
湧
い
て
く
る
と
い

っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

質
問　
農
産
物
の
輸
出
に
は
手

数
料
な
ど
の
経
費
が
か
か
る
と

思
う
が
、
国
内
で
の
出
荷
と
比

べ
て
、
農
家
に
と
っ
て
金
銭
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
本
市
が
行
っ
て
い
る
輸

出
事
業
で
は
、
商
品
形
態
に
す

る
ま
で
の
経
費
は
農
家
の
負
担

と
な
る
が
、
集
荷
や
輸
出
の
た

め
の
荷
造
り
、
輸
送
費
な
ど
は
、

現
地
法
人
で
あ
る
高
崎
ト
リ
ニ

オ
ン
と
本
市
の
委
託
契
約
の
中

で
負
担
し
て
い
る
た
め
、
農
家

に
手
数
料
等
の
負
担
を
求
め
て

い
な
い
。
国
内
で
販
売
や
出
荷

を
す
る
場
合
、
一
般
的
に
手
数

料
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
輸

出
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
は
農
家
の
実
質

的
な
収
入
増
と
な
る
。

質
問　
高
崎
城
址
公
園
の
桜
の

植
樹
や
生
育
状
況
と
、
公
園
の

周
辺
を
彩
る
高
崎
光
の
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
本
年
の
開
催
内
容
は
。

答
弁　
城
址
公
園
の
桜
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
合
計
35
本
を
植

樹
し
、
既
存
の
樹
木
と
共
に
お

お
む
ね
順
調
に
生
育
し
て
い
る
。

ま
た
高
崎
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
装
飾
エ
リ
ア
の

追
加
や
開
催
期
間
の
延
長
な
ど
、

さ
ら
に
充
実
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
降
ひ
ょ
う
被
害
を
受
け

た
農
家
へ
見
舞
金
の
支
援
を
し

た
が
、
営
農
の
拡
充
や
新
た
な

就
農
者
確
保
の
た
め
の
支
援
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
に
創
設
し

た
農
地
再
生
推
進
事
業
補
助
金

が
荒
廃
農
地
の
再
生
に
活
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
本
年
度
は
、

就
農
初
期
段
階
に
支
援
が
で
き

る
市
独
自
の
制
度
、
か
が
や
け

新
規
就
農
者
応
援
給
付
金
を
創

設
し
、
安
定
的
な
経

営
を
確
保
す
る
た
め

の
支
援
を
し
て
い
る
。

答
弁　
食
品
残
渣
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
堆
肥
や
飼
料
と
し
て
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
を
各
学
校
の
栄
養
士
等

が
給
食
時
間
の
放
送
や
給
食
だ

よ
り
等
で
紹
介
し
、
食
育
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、

環
境
教
育
に
も
つ
な

げ
て
い
る
。

た
、
状
況
に
応
じ
て
２
階
へ
の

垂
直
避
難
の
呼
び
掛
け
や
、
協

定
を
締
結
し
た
大
学
、
民
間
施

設
の
避
難
所
と
し
て
の
活
用
な

ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
に
努
め

た
い
。
改
定
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

踏
ま
え
、
理
解
し
や

す
い
表
記
と
な
る
よ

う
に
検
討
し
た
い
。

質
問　
台
風
や
大
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
た
際
の
片
岡
地
区

の
避
難
場
所
は
。

答
弁　
片
岡
・
乗
附
地
区
の
指

定
避
難
所
で
あ
る
片
岡
小
学
校
、

片
岡
中
学
校
、
乗
附
小
学
校
は
、

洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る

た
め
、
台
風
や
大
雨
な
ど
で
浸

水
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
避
難
所
は
開
設
せ
ず
、

高
崎
高
校
や
農
大
二
高
、
武
道

館
な
ど
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

質
問　
水
害
や
地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
孤
立
状
態
が
生
じ

た
場
合
な
ど
、
災
害
時
に
お
け

る
本
市
の
市
民
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
で
は
各
家
庭
や
自

主
防
災
組
織
に
対
し
、
最
低
３

日
分
の
食
料
の
備
蓄
を
推
奨
し

て
い
る
が
、
大
地
震
な
ど
で
食

料
等
の
用
意
が
で
き
ず
に
避
難

し
た
人
に
は
、
市
内
５
カ
所
の

防
災
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
に
備

蓄
し
て
い
る
食
料
等
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
避
難
生
活
の
長
期

化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

本
市
が
協
定
す
る
各
種
事
業
者

か
ら
速
や
か
に
食
料
を
調
達
す

る
と
と
も
に
、
県
へ
の
要
請
や

全
国
の
自
治
体
か
ら

の
支
援
に
よ
っ
て
物

資
を
確
保
す
る
。

質
問　
個
人
情
報
の
管
理
に
つ

い
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に

安
全
性
を
担
保
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
本
市
で
は
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
を
定
め
た
高
崎
市

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

を
職
員
が
順
守
し
て
業
務
を
行

っ
て
お
り
、
毎
年
そ
の
運
用
状

況
を
内
部
監
査
で
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
他
市
で
発
生
し
た

事
案
を
受
け
、
改
め
て
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
の
取
り
扱
い
の
ル
ー

ル
を
周
知
す
る
な
ど
、
最
大
限

の
対
策
に
よ
り
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金

事
業
の
内
容
と
、
令
和
６
年
度

以
降
の
事
業
継
続
の
見
通
し
は
。

答
弁　
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を

財
源
と
す
る
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民

基
金
事
業
は
、
県
が
行
う
森
林

や
水
源
林
の
機
能
増
進
の
た
め

の
整
備
の
ほ
か
、
本
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
取
り
組
む
里

山
林
の
管
理
事
業
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
森
林
組

合
か
ら
事
業
継
続
を
求
め
る
動

き
も
あ
り
、
県
が
事
業
の
検
証

や
評
価
を
行
う
中
で
、
事
業
の

継
続
等
の
検
討
を
進

め
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
小
・
中
学
校
へ

の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
状

況
は
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
有
効
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
国
の
事
業
に
参
加
し
、

小
・
中
学
校
の
英
語
と
、
県
が

指
定
し
た
国
語
、
社
会
、
道
徳

の
う
ち
学
校
が
選
択
し
た
１
教

科
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入

し
、
実
証
を
進
め
て
い
る
。
ま

質
問　
倉
渕
地
域
に
整
備
す
る

障
害
者
農
業
就
労
施
設
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
林
業
分
野
と
連
携

し
た
施
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　
令
和
６
年
度
の
開
設
を

目
指
し
、
令
和
４
年
度
は
用
地

取
得
と
土
地
の
造
成
工
事
の
ほ

か
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
水
耕

栽
培
設
備
の
設
計
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
メ
ロ
ン
の
栽
培
を
通

年
で
行
う
た
め
に
は
、
ハ
ウ
ス

内
の
加
温
が
重
要
と
な
る
た
め
、

質
問　
倉
賀
野
駅
北
口
に
段
差

の
あ
る
自
由
通
路
を
設
置
し
た

経
緯
は
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を
含
め
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
段
差
の
あ
る
自
由
通
路

は
、
昭
和
40
年
代
の
貨
物
線
高

架
化
の
計
画
の
中
で
築
造
さ
れ

た
。
し
か
し
、
自
動
車
運
送
へ

の
切
り
替
え
な
ど
に
よ
っ
て
鉄

路
で
の
貨
物
輸
送
が
低
迷
し
、

高
架
化
が
実
現
し
な
か
っ
た
た

め
、
段
差
の
あ
る
自
由
通
路
が

残
さ
れ
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
は
、
駅
舎
が
築
造
か

ら
50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

構
造
や
耐
震
性
な
ど
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
多
く
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
関
係

機
関
と
慎
重
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
食
品
残
渣
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
は
。

質
問　
本
年
度
に
改
定
を
予
定

し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

主
な
変
更
点
は
。

答
弁　
近
年
の
水
害
の
激
甚
化

に
伴
い
、
全
国
各
地
の
中
小
河

川
で
多
く
の
浸
水
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

中
小
河
川
を
洪
水
浸
水
想
定
区

域
に
加
え
る
。
さ
ら
に
、
新
た

な
避
難
情
報
や
防
災
、
気
象
情

報
の
入
手
方
法
な
ど
、
最
新
の

情
報
を
盛
り
込
み
、
令
和
５
年

３
月
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
の
利
根
川
・
井
野
川
流
域
に

お
け
る
指
定
避
難
所
の
開
設
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

答
弁　
利
根
川
・
井
野
川
流
域

の
指
定
避
難
所
は
、
周
辺
の
気

象
状
況
や
河
川
の
水
位
予
測
に

基
づ
い
て
適
宜
開
設
す
る
。
ま

た
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

意
向
を
踏
ま
え
、
端
末
を
使
用

し
た
授
業
の
配
信
や
担
任
等
と

の
面
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

林
業
分
野
と
も
連
携
し
、
倉
渕

地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活

用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

光のページェント（昨年の様子） 事業を活用した農地の再生

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

本
市
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
と
森
林
環
境
税

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

防
災
対
策

丸ま
る
や
ま山 

芳よ
し
の
り典

（
新
風
会
）

農

福

連

携

事

業

　
本
市
の
農
業
支
援
策

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の

農
産
物
輸
出

後ご
と
う藤 　

彰あ
き
ら

（
新
風
会
）

本
市
の
防
災
対
策

渡わ
た
な
べ邊 

幹か
ん
じ治

（
新
風
会
）

倉
賀
野
駅
自
由
通
路
の
現
状
と
改
修
計
画

　
本
市
の
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
施
策

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

学
校
教
育
諸
課
題

　
公
共
施
設
等
の
樹
木
の
維
持
・
管
理

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

市
民
と
と
も
に
進
め
る
環
境
施
策

　
公
文
書
・
歴
史
公
文
書
等
の
管
理

脱炭素・循環型のライフスタイルへの転換を目的として、環境に配慮した商品やサービス
を選んだ消費者に対し、企業や自治体がポイントを発行する事業。

●グリーンライフ・ポイント事業 平成26年度から課税が開始された県税。住民税均等割に700円を上乗せする方式で徴収されており、第２
期の期限が令和５年度までとなっている。

●ぐんま緑の県民税

高崎産農産物の輸出業務を担うため、令和元年７月１日にシンガポールに設立された現地法人。●高崎トリニオン


